
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花粉症にそなえよう！ 

まだ冬の寒さが続いていますが、早い人では１月くらいから花粉症の症状が出始めます。また、今までまった

く平気だった人でも、突然になってしまうこともありますから、基本的なことは覚えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来室理由 人数 

けが（すり傷等） １８人 

病気（風邪等） １４人 

その他（健康相談等） ７人 

合計 ３９人 

古里中 保健室 

文責 小川 

R３.２.９ 

立春を迎え、暦の上ではいよいよ春になります。しかし、実際には２月の今が一番寒い時期になり、まだ

まだインフルエンザやノロウイルスなどの感染症や風邪が流行しやすい時期も続いていきます。体調管理に

は充分配慮をして寒さを乗り切りましょう。 

立春は、新たな目標を決める時期でもあります。今年度の反省を来年度に生かすためにも、達成できる小

さな目標から立てていきましょう。 

２月の健康目標 

心身の健康に努めよう 

心の休養、身体の休養を上手にとりましょう。 

１月の保健室利用状況 

 

 

 

1/8～1/29（15 日間）1日平均約 2.6 人 

花粉症の Q&A 

Ｑ, ２月に飛ぶ花粉はありますか？ 

Ａ,２月には、全国的にスギの花粉が飛び始めます。３月

になると、ひのきの花粉も始まります。 

Ｑ, 中学生の花粉症ってどの位いますか？ 

Ａ,疫学調査では、１３歳～１５歳の花粉症は、年々増加

傾向で、全体の 30％です。 

Ｑ, 今は、花粉症ではなくても、今後なったりしますか？ 

Ａ.大量の花粉に出会うと身体が花粉に対する抗体をつ

くる可能性が高くなり、抗体がたくさん作られると、

花粉症になりやすいです。 

Ｑ, 花粉症を避けるためにできることは？ 

A, マスクで花粉を吸いこむ量を減らす。 

A, うがいで鼻から喉に流れた花粉を取り除く。 

A, メガネをかけ、目に入る花粉の量を減らす。 

A, 外出の時の衣服は、毛織物よりすべすべした綿、ポリ

エステルなどを選ぶ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２０日は「アレルギーの日」 

 アレルギーとは、私たちの身体に備わっている  免疫」の働きが、入ってきた異物に対して過敏になり、腫れ

やかゆみなど、さまざまな症状が出てしまうことをいいます。みなさんがよく知っている食物アレルギーや花粉

症、ピアスなどの金属によるかぶれなどもその１種で、症状が重い場合は、命にかかわる場合もあります。 

 アレルギーの原因となる物質や症状が出る量は、人によって違います。また、以前は平気だったものに対して

突然反応が出ることもあります。何かを触ったり、食べたり、特定の行動をとったときに同じ症状が何度も出る

ようなときはアレルギーを疑い、早めに受診することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へ 

・2/8 現在、古里中学校での感染症の罹患はありま

せん。風邪症状がある場合は、登校を控えてくだ

さい。 

・現在の健康診断の病院受診率は、視力 57.0％、聴

力 75％、眼科（色覚含む）20％、耳鼻科 39.4％、

歯科 24.6％です。受診済みで紙に記入してもらわ

なかった方は、わかる範囲で保護者が記入・捺印

して提出してください。 

・学校管理下で起きた事故、災害等は、日本スポー

ツ振興センターの対応をしております。申請をさ

れる場合は、病院で， 医療等の状況」の用紙に記

入いただき、必ずご提出ください。 

 


